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　スポーツ少年団の相撲競

技や緑八朔相撲など各地で

相撲大会が行われ、秋の到

来を感じさせる季節になっ

てきました。

　ところで、相撲の取り組

みで最初に行司が「はっけ

よい、のこった」と言いま

すが、どういう意味だろう

と調べてみると諸説がある

ようで、古い占いの八卦が

語源で「八卦良い」つまり

「良い八卦になった」、「準

備ができた」という意味で、

それが行司の掛け声になっ

たといいます。一方、日本

相撲協会監修の『相撲大事

典』では『発気揚々 ( はっ

きようよう )』がつまった

もので、気分を高めて全力

で勝負しようという意味だ

というのです。このほか古

語の『早競へ(はやきほへ)』

が語源ではないか、果ては

韓国慶尚道の方言が語源だ

とか、いろいろな説がある

ようです。また、「のこっ

た !」とは、「残った」と書き、

土俵に余地があって、まだ

勝負がついていないという

意味だそうです。

　さて、10 月 1 日で愛南

町も誕生 5周年となりまし

た。これからも相撲の取り

組みのように「発
は っ き よ う よ う

気揚々」

とまちづくりに邁進したい

ものです。

愛南町の人口
（平成２１年９月１日現在）

世帯数　11,017 戸　
人口　   25,899 人
　男　   12,113 人
　女      13,786 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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　さわやかな秋空のもと、愛南町では稲刈り
シーズン真っ盛りです。
　8月 26 日には、篠山小中学校児童生徒など
52 名によって、また 9月 3日には柏小学校児
童など 20 名によって、毎年恒例の稲刈りが
行われました。春に自ら田植えをした田んぼ
で、子ども達は慣れない鎌を使い元気に挑戦。
赤トンボが飛び交う中、汗をぬぐいながら収
穫の秋を体験しました。収穫した米は、秋祭
りや少年式など地元の行事に使われます。

  

正木地区の稲刈り

柏地区の稲刈り


